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第 1 に，断面調査成績をもとにして， 5 集団の検診成績，脳心発作の発生状況の比較を行なった。
第 2 に，高血圧，高血圧性変化と肥満，脂質代謝異常の関連について，追跡調査の成績を加えて集
団ごとにホ食言すした。





秋田県 2 地区の農村住民1 ， 278名，大阪府の郊外小都市住民1 ， 718名，大阪府下事業所の勤務者で現




































につれて強くなるが， Ch 値， TG 値と血圧の聞には相関を認めない。
3 )高血圧者で高血圧性変化を伴う者の頻度は， B町両者，高 Ch 血症者でむしろ低率で、ある。
4 )脳卒中の多発が，高血圧者で、かつ非肥満者， Ch 値， TG 値の低い者で認められ， とくに農村で
っ、
υ
円ぺ
υ
著明である。
5 )以上のことから，わが国の循環器疾患の特徴は，在来の日本的な生活習慣を基盤として発生する
脳卒中の多発にあり，ある程度の都市化の方向がむしろ脳卒中多発の抑制につながることを明らか
にした。もちろん，あまりに都市化が進めば虚血性心疾患の増加がもたらされるが，わが国の現状
ではごく一部の人々にそのきざしをみるにすぎない。
論文の審査結果の要旨
本論文は，農村から都市まで生活環境の異なる 5集団を対象とした疫学調査により，わが国の成人
循環器疾患の特徴として共通して認められるもの，集団の特性によって異なるものを明らかにしたも
のである。
すなわち，本研究により，わが国では，都市のなかでも特定の集団を除いては，脳卒中が多発し，
虚血性疾患の発生は少ないこと，肥満，脂質代謝異常は生活環境の都市化につれて増加するが脳卒中
の発生率あるいは眼底異常所見の頻度は非肥満者，血清脂質値の低いものでむしろ高率で、あること，
この傾向は農村ほど著明であるが，都市といえども特定の集団を除いては共通して認められることが
明らかとなった。都市の管理職の集団のみでは，虚血性心疾患の発生が脳卒中と同程度に認められ，
その発症には， Æ~?荷，脂質代謝異常の関与が示された。
このことは，わが国の成人循環器疾患対策を考えるうえに重要な意義をもつものである。
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